
畜産PR大使「おーいたん」

★公益社団法人 大分県畜産協会 http://ooita.lin.gr.jp/

当協会のホームページです。マルキン情報の他、市場結果、種雄牛情報等も掲載しております。

★独立行政法人 農畜産業振興機構 https://www.alic.go.jp/operation/livestock/assistance-marukin_00002.html

補填金単価の公表の他、単価算定に関する各種参考資料等が掲載されております。

マルキンだより令和２年３月１０日

公益社団法人 大分県畜産協会 TEL：097-545-6594
FAX：097-554-4049

第108号

令和２年１月分交付金概算払単価公表

肉用牛肥育経営安定交付金制度の令和2年1月分の交付金概算払単価
が公表されましたので、概算払いを行います。

肉専用種については、93,175.7円・乳用種については、43,339.1円の交付
となります。 交雑種については交付がありませんでした。

詳細につきましては、肉用牛肥育経営安定交付金制度の交付金単価につ
いて【令和2年1月分】（独立行政法人農畜産業振興機構発行）」をご覧くだ
さい。

トピックス

•令和2年1月分の単
価（概算）が公表されま
した。

•1月分の交付金交付
は、3月27日（金）を予
定しております。

牛マルキン事業に関係するホームページ



★畜産物の市況展望【牛肉】 

～新型コロナウイルスで需要減、高級部位の在庫膨らむ～ 
 2020年 2 月の牛枝肉価格は、新型コロナウイルスの蔓延により、牛肉消費は急速に悪化したことから暴

落した。1 月後半から外国人観光客は減少し、インバウンド需要は減退。輸出向けも鈍化しロースのだぶつ

き感が顕著となっている。 

 新型コロナウイルスの収束のメドがたたないなか、3 月以降の暴落が懸念されている。 

 1 月の牛枝肉価格は、和牛は去勢 A5 が前月比 47 円安の 2,713 円（前年同月比 112 円安）、同 A4 も 29

円安の 2,296 円（同 217 円安）。ロースの在庫過剰感に加え、相場安のために 12 月に出荷調整を行った肥

育農家がいたことで全国的に出荷は潤沢で軟調だった。 

 交雑牛は B4 が 123 円安の 1,730 円（同 2 円安）、B3 が 71 円安の 1,623 円（同 11 円安）、同 B2 は 19

円安の 1,493 円（同 28 円安）。和牛に比べ値ごろ感があり、外食、量販店とも安定した需要があるため下

げ幅が小さい。その後は、新型コロナウイルスの蔓延により、牛肉消費は落ち込んだ。国内でも外食や移

動を控える動きが広まりつつあり、引き合いは極端に鈍化。 

 2月の枝肉相場はいずれの等級も 100 円以上の値下がりに。市場関係者からは「国内 BSE当時を思い出

させるような危機感」との声も。これまで好調だった都市部の高級レストランやホテルに影を落としてい

る。ホテルの宿泊稼働率も一気に落ち込み、かき入れどきの春節に大きな損失となった。期待されていた

オリンピックまでに訪日観光客を戻せるのかも不透明な状況。 

 牛肉輸出も厳しい状況にさらされている。主力輸出先の１つであった香港は感染拡大防止のためマカオ

のカジノ営業を中止し高級部位は行き場を失った。 

 新型コロナウイルスの動向次第によって今後の消費動向は大きく変わるため予測しにくいが、3 月も外

食不振は続くとの見方は支配的だ。和牛去 A5 で 2,300～2,400 円、A4 で 2,000 円前後。A3 は発生率が少

なく商流にのせづらく枝により格差は大きいが 1,800 円中心。交雑種去勢 B3 で 1,500 円前後、B2 で 1,200

～1,300 円。 

 

（※公益社団法人中央畜産会 発行 畜産コンサルタント誌 3月号 抜粋） 

 

 

 

★ロボット、ＡＩ、ＩＯＴ活用による生産性向上の実現 
～ウェアラブルデバイスを活用した肉用牛肥育牛の異常検知～ 

【デザミス株式会社 藪内祐樹 氏】 

 牛の sickness behavior（元気喪失、倦怠、採食量や反芻時間の減少などの行動変化※疾病行動）につい

ては、乳房炎・子宮炎・第四胃変位・跛行など多くの報告があり、多くの場合で採食量・採食時間の減少、

反芻時間の減少などの行動変化が認められる。だが、これらの報告は主に乳牛を対象としたものであり肥

育牛に対する報告は多くない。 

 わが国の黒毛和種肥育に目を向けると、特有の飼養形態である濃厚飼料多給・ビタミン A 制限などによ

り、生産現場では肝機能障害やビタミン A 欠乏症など特徴的な代謝疾病が生産性を低下させる課題として

存在している。さらには肥育期間が長期にわたるため、肥育中期から後期にかけて自力で起立することが

困難となる転倒事故など特有の問題も存在する。 

 そこで本稿では、弊社（デザミス株式会社）が提供する牛の行動モニタリングシステム（U－motionⓇ、

デザミス株式会社、以下 UMと表記）を用いて、これら黒毛和種肥育に特徴的であると考えられる sickness 

behavior（疾病行動）についてデータを通して見てみることとする。 

 

（※公益社団法人中央畜産会 発行 畜産コンサルタント誌 3 月号 抜粋） 

肥育牛を多頭化していく中で、ロボット、AI、IOT 活用して生産性向上を目指すことも１つ

の手段となってきております。株式会社デザミスが行った U－motionⓇを活用した事例が書か

れております。興味のある方は、続きを別紙に載せていますのでご参考ください。 














